
ル
ネ
サ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー

が
策
定
さ
れ
て
か
ら
、
２

年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
＝
文
化
と

う
た
う
も
の
の
、
企
業
の

歴
史
か
ら
自
然
発
生
的
に

生
ま
れ
た
慣
習
で
も
な
け

れ
ば
、
社
員
の
間
に
長
ら

く
共
有
さ
れ
て
き
た
伝
統

で
も
な
く
、
経
営
者
に
よ
っ

て
い
つ
の
間
に
か
作
ら
れ

た
行
動
規
範
を
、
一
方
的

に
押
し
付
け
ら
れ
た
だ
け

で
は
な
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
も
昨
年
度

か
ら
は
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
も
含
ま

れ
て
い
る
た
め
に
、
社
員

は
嫌
が
上
に
も
意
識
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
と
い
う
言

葉
の
裏
に
、
こ
れ
に
従
わ

な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
体

現
し
て
い
る
姿
を
見
せ
な

け
れ
ば
、
何
か
悪
い
こ
と

が
起
き
そ
う
な
不
安
や
焦

り
を
感
じ
た
り
し
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
職

場
の
実
態
は
こ
ん
な
感
じ

で
は
な
い
か
と
い
う
想
像

を
も
と
に
、
「
裏
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｉ
Ｅ
」
を
定
義
し
て
み
ま

し
た
。

ル
ネ
サ
ス
懇
の
定
義

す
る
裏
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
は

上
図
の
通
り
で
す
。
こ

れ
ら
５
項
目
は
相
互
に

関
連
し
て
、
社
員
へ
の

心
理
的
圧
迫
と
な
っ
て

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の

疑
い
を
持
ち
ま
す
。

「
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
を
実
行

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ

て
な
い
か
」
、
「
で
き

な
い
人
だ
と
レ
ッ
テ
ル

を
は
ら
れ
て
い
な
い
か
」
、

「
低
評
価
を
も
ら
う
の

で
は
な
い
か
」
、
「
リ

ス
ト
ラ
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
、
そ
ん
な
不

安
は
感
じ
ま
せ
ん
か
。

不
安
が
常
に
あ
る
状

態
は
集
中
力
を
そ
ぎ
、

集
中
力
が
そ
が
れ
る
こ

と
で
生
産
性
が
落
ち
、

生
産
性
が
落
ち
る
こ
と

で
意
欲
が
減
退
し
、
意

欲
が
減
退
す
る
こ
と
は
、

ま
す
ま
す
不
安
を
強
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
う
し
た
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
入
ら
ず
、

安
心
し
て
集
中
し
て
業

務
に
取
り
組
め
る
職
場

で
あ
る
べ
き
で
す
。

ル
ネ
サ
ス
で
働
く
皆
さ
ん
の
生

活
実
感
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
年
３
月
以
降
、
急
落
し
て
い
る

円
は
、
10
月
に
１
ド
ル
１
５
０
円

を
割
り
、
今
後
も
更
に
円
安
が
進

む
見
通
し
で
す
。
米
中
対
立
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
の
政
情
不
安

定
も
輸
入
物
価
を
押
し
上
げ
る
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
電
気

代
、
ガ
ス
代
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
大

幅
に
値
上
が
り
し
ま
し
た
。
食
料

品
の
価
格
も
次
第
に
上
昇
し
て
い

ま
す
。
生
活
に
必
要
な
物
資
の
相

次
ぐ
値
上
げ
に
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

秋
闘
の
賃
金
一
時
金
交
渉
に
お

い
て
、
ル
ネ
サ
ス
で
は
昨
年
も
基

本
給
の
改
定
を
見
送
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
円
安
傾
向
は
、

日
銀
が
金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
の
た
め
に
、
今
後

も
続
く
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

長
期
的
な
物
価
上
昇
に
備
え
る
た

め
に
も
、
基
本
給
の
底
上
げ
が
今

年
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
年
は
無

い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

連
合
は
５
％

程
度
の
賃
上
げ

要
求
す
る
と
の

方
針
を
固
め
た
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
、
５
％
で
も
足
り
な
い
と
の

批
判
も
早
速
出
て
い
ま
す
。

電
機
連
合
の
掲
げ
る
第
７
次
賃

金
政
策
は
、
賃
金
決
定
に
お
い
て

「
生
活
保
障
の
原
則
」
と
「
労
働

対
価
の
原
則
」
の
２
大
原
則
を
柱

に
据
え
て
い
ま
す
。
生
活
保
障
の

原
則
に
お
い
て
は
、
基
本
給
や
手

当
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
月
例
賃

金
の
安
定
性
を
重
視
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
は
こ
れ
ま
で
、
利
益

は
一
時
金
で
還
元
す
る
と
の
会
社

側
主
張
に
基
づ
き
、
月
例
賃
金
の

軽
視
が
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
１

４
年
の
制
度
改
定
時
に
基
本
給
が

７
．
５
％
引
き
下
げ
ら
れ
、
家
族

手
当
な
ど
の
各
種
手
当
も
廃
止
や

減
額
と
な
り
、
月
例
賃
金
は
大
幅

に
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。
し
か

し
こ
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
い
て

は
、
多
く
の
労
働
者
の
必
要
や
、

社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
労
働
組
合
と
し
て
も
、

改
め
て
生
活
保
障
の
原
則
に
基
づ

く
要
求
を
打
ち
出
す
と
き
で
す
。

ル
ネ
サ
ス
の
定
年
後
の
雇
用
延

長
制
度
は
、
課
長
級
以
上
を
対
象

と
し
た
「
マ
ス
タ
ー
嘱
託
制
度
」

の
対
象
者
以
外
は
、
賃
金
が
法
定

最
低
賃
金
に
張
り
付
く
と
い
う
極

端
な
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

状
は
公
的
給
付
（
高
年
齢
雇
用
継

続
給
付
）
に
よ
る
補
填
が
あ
る
と

は
言
え
、
こ
の
給
付
制
度
も
か
ね

て
よ
り
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
存

在
に
よ
っ
て
、
残
業
し
て
も
収
入

が
増
え
な
い
弊
害
も
生
じ
て
い
ま

す
。
公
的
給
付
に
頼
ら
な
く
て
も
、

十
分
な
収
入
が
確
保
で
き
る
制
度

に
改
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

労
働
組
合
と
し
て
も
、
第
７
次

賃
金
政
策
に
お
け
る
労
働
対
価
の

原
則
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
を
目
指

し
て
、
改
定
を
要
求
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。
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今
年
は
賃
金
の
大
幅
是
正
を

生
活
へ
の
打
撃
が
露
わ
に

労
組
は
生
活
保
障
の

原
則
を
追
求
す
る
と
き

雇
用
延
長
者
な
ど
の

賃
上
げ
も
必
要

裏ＴＡＧＩＥを定義～物価上昇に負けない賃上げを
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評価が固定化していませんか 人を活かす仕組みは機能していますか？
１１月は年間の業績評価の面談が実施されます。ルネサスの人事評価で激しい格差が付けられるよう

になって８年以上が経過しました。低評価を付けられた社員が激しい経済的ダメージを被るために、評

価を付ける側にも相当な心理的負担がかかっているものと推測します。このような状況は得てして「低

評価を付けるべき人」を固定化し、「そういうもの」と心を整理してしまうことで、心理的負担を免れ

る方向へ行きがちではないかと懸念します。しかし本来の職場は、人を活かすために、低評価を克服で

きる環境・仕組みづくりが求められることを忘れてはいけません。あなたの職場はいかがでしょうか。

年齢で差を付けていませんか？
もっとも根深い差別は、男女間の性差によるものです。

賃金については、男女を雇用コース別にするなどの、あからさまな

差別は減ったものの、人事考課を経た結果として生じる差別が無いか

について注意が必要です。

第一は、低等級に据え置かれる女性の存在です。ルネサス懇ビラ４

９号でも伝えたように、ルネサス統合前から等級が上がらず、統合後

は人事制度改定で低い等級のままになっている方々が存在します。

第二には、女性管理職数の絶対的な少なさです。日本国内における

女性管理職比率は、２０１７年の２％が、２０２１年には３．４５％

まで増えました。しかし海外（主に買収した企業）の１６％には依然

として遠く及びません。

以上は、女性の側に、低評価をもらっている人の割合が多いことを

疑わせる事象です。会社および労働組合は、管理職から担当まで、す

べての等級において女性差別がないか再

点検し、改善することが急務となってい

ます。

キャリアにおいて、その職場で主流ではない人たちが低評価を付けられているようだという

報告もあります。例えば海外にルーツを持つ方、中途採用での入社者、子会社や他部門からの

異動者、生産工場から本社勤務になった方、大卒以上中心の職場における高卒者、高卒者の多

い職場での大学・大学院卒者などです。

成果主義を根拠にした極端な処遇格差の存在は、かえって社員の保守的な傾向を強めてしま

い、その職場における少数派

にとって居心地の悪い状態を

作って、仕事への適応を阻害

しているおそれがあります。

それぞれのキャリアに合った

教育や指導を行って、どのよ

うなキャリアを背景にしてい

る方も、力を発揮できるよう

な職場にすることが、真のダ

イバーシティだと考えます。

ルネサスの業績評価は相対評価のため、常に誰かが低い評

価を受け取る仕組みです。この低評価が、各等級のグループ

の中で、年齢が比較的高い方に多く付けられているのではな

いかとの疑いがあると聞きます。

今から２０年前（会社統合前）は、３０代前半で技師・主

任に昇格するのが一般でした。ところが統合後の２０１０年

代の大リストラの中で管理職の大量降格があり、そのあおり

で当時の技師・主任相当の年齢にあった社員が昇格できなかっ

た疑いがあります。大リストラで昇進しそびれた社員が、

「低評価要員」になっていないか、調査を要すると考えます。

また、５０代の社員が低評価を集中的にもらっていて、５

５歳前後の社員が毎年のように技師・主任から担当に降格に

なったり、共通業務を行う部門に異動になっているようだと

の報告もあります。もし年齢を基準に定常的なリストラを行っ

ているのであれば、これは年齢差別であり、社会的に許され

ません。

性別で評価が違っていませんか？

育児・介護が不利に働いてませんか？キャリアによる差別はありませんか？

いつも低評価の人は
いませんか？

ルネサスでは、労働時間が自己管理に任されている管理職の間に、長時間労働がまん延して

いるという報告を受けています。管理職としての責任を果たすために、長時間労働が避けが

たい状況があるならば、当然ながら、育児や介護などの家族的責任を果たすことに時間を使

わざるを得ない社員は、管理職に就くこと自体が難

しくなります。

２０２１年度からは、いわゆるハイ・パフォーマ

―に対し、キャリアアップや高賃金を保証する制度

が新設されましたが、果たしてこれらの制度は、家

族的責任・役割の履行と、どのくらい親和的なのだ

ろうかと疑問に思います。

逆に、家族的責任から免れた管理職が多数を占め

る職場にあっては、こうした社員が会社の要請に十

分に応えることのできないロー・パフォーマーと見

なされてしまい、常に低い評価にさらされてはいな

いのかと心配です。

真のダ イバー シティとは


